
 

 

 

 

 

 

ＪＥＮＥＳＹＳ２．０ 

在韓公館選抜事業 韓国青年訪日団による外務省訪問 
 

平成２６年２月 

 

ＪＥＮＥＳＹＳ２．０の一環として，１月１５日から１月２４日まで訪日した在韓

公館選抜事業 韓国青年訪日団約９０名が，１月１６日午後，外務省の河上アジア青

少年交流室長及び森本日韓交流室長を訪問しました。 

 

 冒頭，森本室長から歓迎の言葉を述べ，今回の研修で日本の学生との対話を行い，

日本の良い面・悪い面の両方を直接目で見て，その経験を韓国に広く紹介して欲しい，

今回の研修訪日団員の訪日を通じて日韓の若者の交流がより深まることを期待する

旨，挨拶しました。 

 

 続いて，訪日団を代表して韓南大学の呉敬實(ｵ･ｷﾞｮﾝｼﾙ)さんが研修の抱負について

述べました。呉さんは，今回の研修は日本の地域の文化を広く経験できる日程となっ

ており，ホームステイを通じて日本の家族文化を直接経験できるので，多くのことを

学ぶことを期待している，また東京と地方の大学の訪問を通じて異なる大学文化に接

することができる点や日本企業を訪問できる点に期待している，研修後には今回の研

修で感じたことをＳＮＳを通じて韓国で広く広報したいと述べました。 

 

その後，質疑応答の時間には，訪日学生達から，外交官として誇りに思っているこ

と，日韓関係の改善のために韓国の学生に望むこと，外交官としてやりがいを感じた

こと，日本人の美意識等についての質問があり，河上室長及び森本室長から回答しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（質疑応答）

 
 

 

（集合写真） 

 


